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ご
｝
5
ζ
と
｝
ー
ー
衆
議
院
議
員
選
挙
結
果
～
、
・

　
U
月
20
日
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
並
に
最
高
裁
判
官
国
民
審
査
投
票
は
、

　
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
た
が
出
足
が
悪
く
衆
議
院
議
員
選
挙
は
八
三
．
四
七
％

　
最
高
裁
判
官
国
民
審
査
投
票
は
七
五
・
四
九
多
で
上
越
地
区
最
下
位
ク
ラ
、

　
ス
で
あ
っ
た
が
、
，
不
在
投
票
率
は
上
越
第
一
位
の
成
績
で
し
た
。

　
衆
議
院
議
員
候
補
者
別
得
票
数
及
び
投
票
所
別
投
票
成
績
は
次
の
と
お
り

　
　
　
　
　
（
最
高
裁
判
官
国
民
審
査
投
票
は
除
く
）

※
候
補
者
別
得
票

田
　
中

寺木鈴塚猪
　
　
　
彰

侯
　
浩

投票所別投票率

　　木田島原
　　吉十

無

効

　
一治正泰　

票
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　　　、　、．・数
　二五八五九。漏
四五一九二〇今
九六八九二三二
票票票票票票二
　　　　　　八　　　　　　票

五
一
八
票

二
五
六
票

　
四
九
票

　
　
八
聞
票

【
註
】
得
票
率
は
有
効
票
と
の
比
率
で
あ
る
。

三
一
．
○
％

二
四
．
七
％

三
〇
・
九
％

　
八
．
四
％

　
四
．
二
％

　
○
．
八
〃
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十
一
月
二
十
九
日
招
集

町
議
会
臨
時
会
議
事

　
議
第
一
号
　
町
有
林
経
営
計

画
承
認
に
つ
い
て
。

　
議
第
二
号
　
財
産
の
取
得
に

っ
い
て
・
片
桐
山
地
内
国
有
山

林
二
町
八
反
一
畝
二
十
五
歩
を

四
、
七
六
六
円
で
買
収
。

　
議
第
三
号
　
寄
附
採
納
に
つ

い
て
・
山
平
地
区
中
小
学
校
地

三
八
筆
三
、
三
六
四
坪
八
七
を

関
係
部
落
よ
り
寄
附

　
議
第
四
号
・
寄
附
採
納
に
つ

い
て
・
松
代
中
学
校
音
楽
教
室

新
築
工
事
費
と
し
て
、
学
区
内

部
落
よ
り
二
五
、
八
○
○
円
寄

附
。

　
議
第
五
号
　
第
八
回
追
加
更

正
予
算
・
才
入
の
部
“
市
町
村

民
税
所
得
割
調
定
増
一
、
三
二

七
、
一
〇
〇
円
・
地
方
交
付
税

決
定
増
六
二
三
、
○
○
○
円
．

道
路
工
事
等
地
元
分
担
金
増
一

五
二
、
〇
三
〇
円
・
教
育
費
国

清
，

　
建
設
費
総
額
四
一
一
万
円
で
、
，
春
以
来
大
島
村
武

江
組
に
施
工
さ
れ
て
い
た
町
の
消
防
庁
舎
が
完
成
、

n
月
1
2
日
落
成
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
庁
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
分
三
階
建
延

二
八
二
平
方
米
（
約
八
五
坪
）
で
あ
り
、
屋
上
か
ら

は
本
町
一
帯
が
望
ま
れ
ま
す
。
郡
内
た
だ
一
つ
の
こ

の
庁
舎
は
防
火
松
代
町
の
象
徴
で
す
。

770㌦～『9㌔

②
潜

　　　　　　①落成した消防庁舎
写真設明②請負者に感謝歌の贈呈
　　　　　　③盛況だつた記念演芸会

③

町
の

無
火
災
部
落

小
荒
戸
…
三
十
四
年
無
火
災
。

田
沢
…
三
〇
〇
年
以
上
無
火
災

　
　
　
だ
と
云
わ
れ
て
い
る
。

小
屋
丸
…
火
災
の
記
録
を
知
る

　
　
　
人
が
い
な
い
。

池
之
畑
…
＝
二
〇
年
無
火
災
．

下
山
…
一
〇
〇
年
以
上
記
録
が

　
　
　
な
い
。
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ノ
♂
ノ
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ジ
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庫
補
助
金
増
一
八
○
、
四
〇
〇

円
・
教
育
費
農
村
漁
村
建
設
費

県
補
助
金
増
五
八
○
、
○
○
○

円
・
施
行
事
業
に
対
す
る
地
元

寄
附
金
増
四
、
二
〇
〇
円
．
計

二
、
八
五
八
、
三
三
〇
円
の
才

入
増
。
才
出
の
部
“
役
場
費
一

Q
O
、
○
○
○
円
増
」
土
木
費

一
、
二
七
一
、
六
五
一
円
増
．

教
育
費
七
五
二
、
〇
三
七
円
増

保
健
衛
生
費
一
五
、
○
○
○
円

増
・
産
業
経
済
費
五
六
〇
、
○

○
○
○
円
増
。
諸
支
出
金
と
予

備
費
一
五
四
、
六
四
二
円
増
・

計
二
、
八
五
八
、
三
三
〇
円
の

才
出
増
。

　
議
第
五
号
　
国
保
診
療
施
設

勘
定
第
三
回
追
加
予
算
．
才
入

才
出
一
、
〇
四
四
、
○
○
○
円

増
の
追
加
。

　
主
な
請
願
及
び
報
告
事
項

①
簡
易
水
道
布
設
に
つ
い
て
請

　
願
。

②
桐
山
学
校
教
育
特
別
委
員
会

　
報
告
。

冬
期
間
の

公
民
館
事
業

◎
書
初
展
　
一
月
十
五
目
か
ら

　
十
六
目
公
民
舘
で
。
公
民
舘

、
教
育
振
興
会
、
書
道
ク
ラ
ブ

　
共
催
。

◎
新
年
娯
楽
大
会
　
一
月
十
六

　
日
。
会
場
未
定
。
同
好
会
と

　
共
催
．

◎
ス
キ
ー
駅
伝
　
二
月
町
内
ス

　
キ
ー
ク
ラ
ブ
と
共
催
。

◎
全
町
ス
キ
ー
大
会
　
二
月
大

　
谷
地
ス
キ
ー
場
。
教
育
振
興

　
会
、
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
共
催
。

⑨
雪
の
芸
術
　
二
月
学
区
毎
に

　
教
育
振
興
会
と
共
催
。

◎
就
職
者
激
励
会
　
三
月
十
五

　
日
役
場
で
町
役
場
と
共
催
。

◎
出
稼
者
慰
問
紙
発
行
　
　
一
月

　
～
三
月
。
月
一
回
。

……歳〕末と防ろ已…・・

・…・・…まずみんなの協力で……・・

　
師
走
の
風
が

吹
き
は
じ
め
る

と
、
町
も
急
に

あ
わ
た
y
し
く

な
っ
て
き
ま
す

　
こ
う
し
た
師

走
の
中
に
、
犯

罪
の
目
が
他
人

の
目
が
あ
な
た

を
ね
ら
う
の
で

す
◎
そ
の
た
め

警
察
で
は
不
審
，

者
の
立
廻
り
防

止
等
に
巡
回
の

度
数
を
ふ
や
し

■
て
警
戒
し
て
い

ま
す
が
、
防
犯

は
み
な
さ
ん
一

，9P，蘇

　　　●・凶

　　　・　’

惇＝モ；ずr
陶』上輌、　ゼ

会
沢
…
三
十
四
年
無
火
災
。

蓬
平
…
四
十
二
年
無
火
災
。

犬
伏
…
四
十
九
年
無
火
災
。

片
桐
山
…
火
災
の
記
録
を
知
る

　
　
　
人
が
な
い
。

滝
沢
…
三
十
九
年
無
火
災
．

仙
納
…
三
十
八
年
無
火
災
。

福
島
…
五
十
年
無
火
災
。

奈
良
立
－
五
十
四
年
無
火
災
。

室
野
…
四
十
年
無
火
災
。

竹
所
…
五
十
二
年
無
火
災
。

濁
…
四
十
三
年
無
火
災
◎

人
く
が
被
害
に
か
、
ら
な
い

よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
は
じ
め
て
そ
の
効
果
が
あ

る
わ
け
で
す
。
押
売
り
、
物
も

ら
い
、
空
巣
忍
込
み
、
か
っ
ば

ら
い
、
張
盗
、
防
火
に
油
断
な

く
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
不
幸
に
し
て
被
害
に
か

か
っ
た
と
ぎ
は
、
．
現
場
は
そ
の

ま
』
に
早
く
警
察
に
届
け
て
下

さ
い
。警官　「人を見たらド・ボーと思いなさい」

泥棒　「人を見たら財布と思えツ」

φ
フ
㎜

火
災
に
備
え
て

　
　
　
　
御
注
意

　
寒
さ
に
向
う
に
し
た
が
っ
て

火
災
の
シ
ー
ズ
ン
ど
な
る
が
、

交
通
も
不
便
に
な
り
消
火
作
業

も
ま
に
あ
わ
ず
、
退
避
も
困
難

に
な
り
火
災
事
故
が
大
き
く
な

り
ま
す
か
ら
、
各
家
庭
で
は
次

の
こ
と
に
充
分
注
意
し
て
火
事

を
出
さ
ぬ
よ
う
に
。

　
①
取
り
灰
の
仕
末
．
②
電
熱

　
器
具
の
ス
イ
ッ
チ
の
き
り
忘

一
れ
。
⑧
コ
タ
ッ
の
過
熱
、
ヤ

　
グ
ラ
に
物
を
下
げ
な
い
。
④

　
火
気
使
用
中
に
家
を
留
守
に

　
し
な
い
。
⑤
留
守
に
す
る
と

　
き
は
火
気
を
な
く
す
る
。
用

　
先
は
お
隣
り
だ
か
ら
と
気
を

　
ゆ
る
め
な
い
。
⑥
老
人
や
子

　
供
は
二
階
に
寝
せ
な
い
。
⑦
、

　
避
難
口
は
ニ
ケ
所
以
上
つ
く

　
っ
て
お
く
こ
と
。
⑧
非
常
退

　
避
訓
練
を
す
る
。

　
　
｝
｛

禦
　
の

．
　
　
甜
ソ

　
　
掃
＼

旨
赤
易
顧

￥
￥
繋
、
特
刷
奄
森

む

ゴ縫

、
多、

悲
＆　

一
◆

奪

’
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一正月用食品の衛生

～●●’9（・。…買い方の注意・一・’・。～・一

※
…
暮
が
お
し
せ
ま
る
と
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
正
月
の
用
意
に
、
い
ろ
く
食
品
を
お
買
い
。
・
・
※

※
…
求
め
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
目
指
し
て
色
や
形
を
競
っ
て
購
買
心
を
そ
』
り
た
て
る
…
※

※
…
食
品
が
た
く
さ
ん
で
ま
わ
り
ま
す
。
特
に
食
品
の
選
び
方
に
は
注
意
し
、
添
加
物
（
色
…
※

※
…
素
・
香
料
・
混
合
物
等
）
を
十
分
に
吟
味
す
る
と
共
に
、
腐
敗
や
変
質
し
や
す
い
も
の
…
※

※
…
は
必
要
限
度
に
と
ど
め
、
調
理
・
保
存
な
ど
処
理
方
法
に
つ
い
て
も
栄
養
と
衛
生
の
点
…
※

※
．
：
を
よ
く
考
え
、
よ
い
お
正
月
を
お
迎
え
下
さ
い
。

　
年
末
は
、
正
月
用
の
食
品
が

沢
山
で
ま
わ
り
ま
す
が
、
不
良

品
が
市
場
に
は
ん
ら
ん
す
る
と

き
で
も
あ
り
ま
す
。
と
く
に
購

買
欲
を
そ
』
り
、
鮮
度
や
、
品

質
の
不
良
を
ご
ま
か
す
た
め
に

必
要
以
上
の
色
素
め
、
保
存
料
、

殺
菌
料
、
漂
白
料
及
び
人
工
甘

味
料
等
の
添
加
物
を
使
用
し
ま

す
。
こ
の
中
に
は
、
非
常
に
有

害
な
も
の
や
、
工
業
用
の
も
の

が
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
又

品
不
足
が
起
れ
ば
鮮
度
の
低
下

し
た
も
の
、
か
び
や
バ
イ
キ
ン

に
汚
さ
れ
た
食
品
類
も
店
頭
に

な
ら
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

桐
　
．
販
売
に
当
る
食
品
業
者
に

対
し
て
は
万
般
指
導
は
し
ま
す

が
、
や
エ
も
す
れ
ば
繁
忙
に
と

り
ま
ぎ
れ
不
良
魍
悪
品
が
絶
対

な
い
と
は
云
え
な
い
の
で
、
買

う
方
々
も
一
段
と
注
意
し
て
正

月
用
品
を
取
揃
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
魚
　
　
類
V

　
魚
は
各
々
固
有
の
色
彩
を
持

っ
て
い
ま
す
が
、
古
く
な
る
と

次
第
に
生
彩
を
失
い
ま
す
。

ま
ず
弾
力
に
富
み
ビ
γ
と
張
っ

た
魚
を
選
ぶ
こ
と
。
こ
の
よ
う

な
魚
の
眼
は
澄
ん
で
、
え
ら
ぶ

た
は
固
く
閉
じ
、
え
ら
の
色
は
・

赤
又
は
暗
赤
色
で
す
。
鱗
は
密

着
し
て
、
身
は
し
ま
り
、
肉
は

光
沢
が
あ
っ
て
、
透
明
感
が
あ

り
ま
す
。
鮮
度
の
よ
い
魚
は
大

体
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
す
が

店
の
取
扱
い
に
も
左
右
き
れ
ま

す
か
ら
、
店
の
衛
生
状
態
に
注

意
し
て
買
う
事
が
大
切
で
す
。

〈
さ
し
み
類
V

　
さ
し
み
は
手
を
加
え
ず
に
そ

の
ま
ま
食
ぺ
る
も
の
で
す
。
從

っ
て
、
さ
し
身
ご
し
ら
え
が
不

潔
で
あ
れ
ば
、
い
か
に
お
い
し

い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
何
も
な

り
ま
せ
ん
し
、
危
険
で
す
。
き

た
な
い
バ
イ
キ
ン
は
眼
に
み
え

ま
せ
ん
か
ら
衛
生
的
に
取
扱
う

店
が
き
わ
め
て
大
切
で
す
。
専

【店頭に賑わう正月用食品】

用
の
マ
ナ
板
、
き
れ
い
な
ふ
き

ん
、
そ
し
て
清
潔
な
指
先
で
つ

く
ら
れ
る
か
ど
う
か
確
め
て
か

ら
注
文
す
る
こ
と
で
す
。

〈
カ
マ
ボ
コ
y

　
弾
力
の
な
い
の
や
、
も
ろ
い

の
は
品
質
が
悪
い
。
切
口
の
中

心
が
変
色
し
て
い
る
の
や
、
ネ

ト
が
黄
色
に
な
り
、
ア
ン
モ
ニ

ア
臭
が
あ
っ
た
り
、
表
面
が
と

け
る
よ
う
に
な
る
と
腐
敗
し
た

も
の
で
す
。
た
y
生
魚
と
ち
が

っ
て
腐
敗
が
表
面
だ
け
の
場
合

も
あ
る
の
で
、
程
度
に
よ
っ
て

煮
た
り
削
り
取
っ
た
り
し
て
食

べ
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

〈
ゆ
て
た
こ
V

　
充
分
な
水
洗
い
か
熱
湯
を
か

け
て
か
ら
食
べ
る
こ
と
が
必
要

で
、
鮮
度
の
悪
い
た
こ
や
、
ゆ

で
す
ぎ
た
の
は
皮
が
む
け
や
す

く
、
赤
い
色
素
で
染
め
て
ご
ま

か
し
た
の
も
あ
り
ま
す
。
も
と

も
と
た
こ
は
ゆ
で
る
と
赤
褐
色

に
な
り
ま
す
が
、
極
端
な
着
色

の
も
の
は
有
害
色
素
を
使
う
も

の
も
あ
り
ま
す
◎

〈
た
ら
の
子
・
す
じ
こ
〉

　
元
来
桃
色
か
淡
褐
色
で
す
が

わ
ざ
く
真
赤
に
染
め
て
売
っ

て
い
る
の
が
多
い
。
特
に
正
月

は
色
々
な
着
色
し
た
食
品
を
食

べ
る
の
で
、
な
る
べ
く
淡
色
な

物
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

〈
し
お
ざ
け
V

　
塩
水
に
つ
け
て
目
減
り
を
防

ぎ
、
売
る
と
き
に
塩
を
沢
山
ふ

り
か
け
た
も
の
も
あ
る
が
、
水

っ
ぽ
く
、
長
く
お
く
と
次
第
に

水
分
が
失
わ
れ
、
．
塩
が
ふ
い
で

く
る
。
切
身
で
保
存
す
る
と
ね

ば
つ
い
て
く
る
が
、
細
菌
の
繁

殖
し
た
証
拠
で
、
良
く
焼
い
て

食
ぺ
る
こ
と
◎

〈
す
の
も
の
V

　
貝
や
魚
等
で
酢
物
を
作
る
際
、

は
余
り
酢
の
殺
菌
力
を
過
信
し

な
い
こ
と
で
す
。
青
柳
の
酢
物

等
で
よ
く
中
毒
を
起
し
ま
す
が

十
分
水
洗
い
し
て
、
も
の
に
よ

っ
て
は
湯
通
し
を
す
る
こ
と
。
・

　
　
◇
1
◇

　
　
　
　
　
　
　
◇
ー
◇

○
も
つ
れ
蝶
昇
り
秋
空
か
ぎ
り
な
し

○
窓
口
に
客
な
き
昼
や
梅
鉢
草

．
○
連
山
に
入
道
雲
や
野
球
は
て

　
○
裸
み
て
裸
に
な
り
ぬ
夕
げ
か
な

　
○
出
る
汗
を
流
る
』
ま
』
の
車
ひ
き

　
○
夕
と
び
が
越
え
ゆ
き
雲
の
峰
あ
か
く

§
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
§
　
　
　
　
　
り
　
　
　
｝

（ノ、マ「r『（斡　ξ「《一　　　　　とF　　　　　『㌧岬イし　　　　　　（

畿齢　蒙　鱗　（芸）
えるな雲　　ご　　きり　　）

毅鋳鷲苧鷺室
雲』夕球年妻’　梅か
ののげは学と島鉢ぎ野
峰車かて級別　草り
あひな　紙れ　　な
馨　君玄忘し米
　　　　ろ　　　　持
芳恒厚厚の　名
　　　　L　　　　徹
明久権権よ
　　　　ウ　女　　心
、。．璽・・》98。ロ．・、・6・。。ヂ㌧．・・。・ノ9．．G・5》●・。6◎～・◆●・9A…．。リヂ・。・・○》“・。も～噴。》

　　　　　　　　　　　　　
　第6回全町書初展
　　　一般作品募集要項

プ』八　藁内写円三モrl・

ぜ｝‘セ

ざ
≧
5
き
）
、
≦
ζ
｝
・
｝
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ど
な
た
で
も
借
り
ら
れ
ま
す
か

ら
ど
し
く
御
利
用
下
さ
い
。

　
①
期
間
　
昭
和
三
十
五
年
十
一

　
　
月
か
ら
昭
和
三
十
六
年
四
月

　
　
ま
で
六
ケ
月
間

②
巡
回
先
と
冊
数

　
　
◎
蓬
平
婦
人
学
級
’
責
任
者

　
　
（
屋
号
平
十
郎
）
　
小
堺
一
子

季節風

展
覧
習
昭
和
撃
・
昆
・
晋
瓢

　
　
午
前
九
時
～
午
後
三
時
　
　
　
　
　
　
　
ご

会
場
松
代
町
公
民
舘
　
　
　
　
　
　
　
　
》

主
催
松
代
町
公
民
舘
松
代
町
教
育
振
興
会
（

部
門
　
　
（
一
部
～
三
部
略
）
　
　
　
　
　
　
馴

　
　
第
四
部
　
一
般
の
部
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

書
式
　
条
幅
、
扁
額
色
紙
、
短
冊
、
扇
面
等
㎡

課
題
自
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

出
品
期
限
と
場
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
一
月
十
二
日
午
後
四
時
ま
で
に
公
民
舘
V

　
　
事
務
局
又
は
松
代
中
学
校
に
提
出
の
事
舗

審
査
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
～

其
の
他
・
参
加
賞
を
贈
呈
し
ま
す
，
　
　
伊

「
季
節
の
家
庭
の
つ
け
も
の
」
と

　
「
冬
向
き
の
栄
養
料
理
」
講
習
終
る

　
町
公
民
舘
と
婦
人
会
が
共
催

で
去
る
十
一
月
二
十
七
日
か
ら

二
十
九
日
の
三
日
間
、
松
代
地

区
、
山
平
地
区
、
奴
奈
川
地
区

に
「
季
節
の
家
庭
つ
け
も
の
」

と
、
　
「
冬
向
の
栄
養
料
理
」
に

つ
い
で
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　
講
師
は
新
潟
県
農
村
生
活
科

学
研
究
所
の
知
野
先
生
で
あ
り

こ
の
事
業
は
春
以
来
計
画
さ
れ

た
婦
人
会
の
事
業
で
も
あ
り
ま

し
た
か
ら
、
初
雪
が
降
る
と
い

う
悪
天
候
に
も
か
』
わ
ら
ず
ど

の
会
場
も
盛
会
で
、
臼
冬
の
生
活

向
上
に
役
立
っ
た
よ
う
で
す
。

冬
期
講
座
を

　
　
開
き
ま
し
よ
う

し
た
。

を
開
い
て
下
さ
い

講
座
を
延
長
し
、

的
に
継
続
し
た
婦
人
学
級
開
設

に
う
つ
し
て
下
さ
い
。

　
現
在
開
設
さ
れ
て
い
る
婦
人

学
級
は
蓬
平
、
峠
、
濁
、
竹
所

木
和
田
原
、
以
上
五
学
級
で
す

な
が
い
冬
が
や
っ
て
参
り
ま

　
　
例
年
の
如
く
冬
期
講
座
、

　
　
　
　
　
　
。
そ
の
冬
期

　
　
　
　
　
　
一
年
間
計
画

巡
回
文
庫
の
御
利
用
を

公
民
舘
の
図
書
を
次
の
よ
う

に
部
落
に
巡
回
し
て
い
ま
す
。
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町の世帯数と人口
　　　　（35．10．ユ現在）

国勢調査
人 口

部　落　名 世帯数 男　　1 女 計

松　　　代 396 951 1，006 1，956

小　荒　戸 37 100 121 221

太　　　平 28 69 83 152・

菅　　　刈 52 154 148 302
田
「
　 沢 38 112 118 230

小　屋　丸 2｛ 65’ 61 126

池　之　畑 25 78 74 1δ2

下　　　山 40 125 119 244

千　　　年 93 2｛6 2S1 527
1
池
　
　
　 尻 30 83 101 184

会　’　沢 52 150 150 300

清　・　水 ・73 192 218 140

桐　　　山 41 98 105 203

蓬　，ZF 83 237 249 486

東　　　山 　9 29 ．2壬 53

海　　　老 53 149 138 287

犬　　　伏 101 159 262 521

孟　　　地 27 76 74 150

片　桐　山 16 55 50 105

滝　　　沢 29 『
8 6 G5 151

中　　　子 10 37 27 64

苧　　　島 38 92 100 192

田　野　倉 ・　71 175 163 338

仙　　　納 42 102 103 205

田　　　代 δ6 136 147 283

あざみ平 66 150 1δ2 302

小　　　貫， 18 48 55 103

．諏一訪峠 29 80 74 154
o

寺　　　田 79 207 213 420

名　　　平 40 98 111 209

小　　　池 27 76 76 コ52

蒲　　　生 116 322 295 6】7

儀　　　明 94 263 266 529

福　　　島 56 126 154 280

奈　良　立 2壬 67 59 】26

室　　．野 235 601 617 1，218

竹　　　所 39 107 120 227
濁 34 89 77 ユ66

峠 67 188 215 403

木和田原 60 158 169 327

計 ，　2，438 6，436 6ヲ639 13，075

一
〇
〇
冊

◎
菅
刈
婦
人
会
　
責
任
者
へ

屋
号
中
屋
）
柳
光
子
　
　
一
〇

三
冊

◎
峠
婦
人
会
　
　
（
責
任
者
屋

号
下
田
）
牧
田
フ
ジ
　
五
〇

冊◎
清
水
婦
人
会
　
責
任
者
（

屋
号
新
宅
）
秋
山
フ
ミ
　
五

二
冊
・

◎
犬
伏
婦
人
会
　
責
任
者
（

屋
号
重
屋
）
柳
シ
マ
ノ
　
四

五
冊

◎
小
荒
戸
婦
人
会
責
任
者

（
屋
号
浦
が
ん
の
う
）
高
橋

サ
ワ
　
九
三
冊

◎
儀
明
婦
人
会
　
責
任
者
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ス
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

ご
ろ
ゆ
き
と
y
か
な
い
所
を
き

れ
い
に
し
ま
し
よ
う
。

　
押
し
つ
ま
っ
た
暮
に
な
っ
て

あ
わ
て
な
い
よ
う
に
、
最
後
の

仕
上
げ
が
ら
く
に
で
き
る
よ
う

に
準
備
し
ま
し
よ
う
。

　
台
所
も
正
月
料
理
が
気
持
よ

く
は
か
ど
る
よ
う
に
、
器
具
類

の
お
き
場
を
改
め
た
り
、
特
に

不
良
品
を
思
い
き
っ
て
始
末
し

π
り
し
て
お
き
ま
す
。

　
屋
号
中
之
田
）
関
谷
チ
ズ

　
九
六
冊

　
｛
r
｝
f
）

晴
れ
た
日
に

　
　
　
す
す
払
い
を

　
晴
れ
た
明
る
い
目
、

い
も
か
ね
て
天
井
や
か
べ
、

灯
線
や
雨
戸
の
サ
ン
な
ど
、

12

月
の
歴
史

　
4
目
（
日
）

大
学
の
男
女
共

学
制
度
決
定
（
昭
和
2
0
年
）

　
8
日
（
木
）
こ
の
日
午
前
1
1

時
1
5
分
目
本
は
米
英
両
国
に
宣

戦
布
告
（
昭
和
1
6
年
）
夏
目
漱

石
死
す
（
五
十
才
、
一
九
一
六

年
）．

1
0
日
（
土
）
世
界
人
権
宣
言

記
念
日
（
一
九
四
八
年
）
第
三

回
国
連
総
会
で
宣
言
、
湯
川
博

士
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
（
昭
和
十

六
年
）

　
1
1
目
（
目
）
運
慶
死
す
9
（
一

三
二
三
年
）
鎌
倉
時
代
の
代
表

的
彫
刻
家
。
沢
庵
和
尚
死
す
（

膨
才
一
六
四
五
年
y
「
沢
庵
法

語
」
な
ど
、

　
1
2
日
（
月
）
電
話
開
通
（
明

治
鯉
年
東
京
）
。
中
江
兆
民
死

す
（
茄
才
一
九
〇
一
年
）
思
想

家
、
自
由
民
権
論
者
。

　
M
目
（
水
）
日
野
大
尉
、
代

『
々
木
で
は
じ
め
て
飛
行
機
に
試

乗
（
明
治
四
十
三
年
）
　
、

　
拓
目
（
木
）
大
石
良
雄
ら
吉

良
邸
に
討
入
（
一
七
〇
二
年
）

　
，
1
6
日
（
金
）
落
合
直
文
死
す

7
廓
才
一
九
〇
三
年
）
国
文
学

屠
歌
人
．

｝　
ロ
日
（
土
）
ラ
イ
ト
兄
弟
飛

行
機
の
実
験
に
成
功
）
一
九
〇

㎜
三
年
）

　
1
8
日
（
日
）
東
京
駅
開
業
（

大
正
三
年
）
。
平
賀
源
内
死
す

　
（
a
才
一
七
七
九
年
）
本
草
学

者
、
儒
学
者
、
国
学
者

　
m
日
（
月
）
大
岡
越
前
守
死

す
（
彷
才
一
七
五
一
年
）
名
町

奉
行
と
い
わ
れ
た
。

　
2
1
日
（
水
）
フ
ア
ー
ブ
ル
生

る
（
一
八
二
三
年
、
死
一
九
一

五
年
）
フ
ラ
ン
ス
人
昆
虫
記
。

大
政
官
を
廃
し
内
閣
を
お
く
（

明
治
1
8
年
）

　
2
3
日
へ
金
）
皇
太
子
誕
生
日

（
昭
和
八
年
）

　
24
目
（
土
）
わ
が
最
初
の
無

線
電
信
実
験
成
功
（
明
治
3
0
年

一
八
九
七
年
）
。
関
孝
和
死
す

ρ
67
才
一
七
〇
八
年
）
和
算
家

　
2
5
目
（
日
）
与
謝
蕉
村
死
す

（
6
8
才
一
七
八
三
年
）
俳
人
、

画
家
。

　
別
日
（
月
）
岡
倉
天
心
生
る

（
一
八
六
二
年
。
死
一
九
一
二

年
）
福
井
市
の
人
、
日
本
美
術

院
の
創
設
者
、
初
代
東
京
美
術

学
校
長
。

　
2
7
日
（
火
）
新
紙
幣
の
発
行

（
明
治
四
年
）
。
頼
三
陽
生
ま

る
（
一
七
八
○
年
C
死
一
八
三

二
年
）
大
阪
の
人
、
史
論
家
、

儒
学
者
」
　
「
日
本
外
史
」
．
。

　
2
8
目
．
（
水
）
伊
藤
亥
朴
生
ま

る
二
八
○
○
年
。
死
一
八
七

一
年
）
佐
賀
の
人
、
種
痘
の
最

初
の
実
施
者
。

　
2
9
日
（
木
）
は
じ
め
て
の
食

堂
車
（
明
治
三
四
年
）
東
海
道

線
急
行
に
連
結
。
清
水
ト
ン
ネ

ル
開
通
（
昭
和
四
年
）

　
3
0
目
（
金
）
文
部
省
6
・
3

・
3
制
教
育
体
制
を
決
定
（
昭

和
二
十
一
年
）
中
山
晋
平
死
す

（
％
才
一
九
五
二
年
）
作
曲
家

　
肌
日
（
土
）
寺
田
寅
彦
死
す

（
甜
才
一
九
二
四
年
）
東
京
の

人
、
物
理
学
者
、
随
筆
家
。
N

霞
膿
総
議
鷲
篭

一


